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第 440 回例会                                  通巻 440 号 
 

平成 18 年７月 27 日 2006～07 年度 No.４ 

 

 

本日の例会(第４回例会)７月 27 日（木）

◆開会点鐘・LEAD THE WAY(率先しよう)唱和

◆ソング「堺フェニックスＲＣの歌」 

◆会長の時間・お客様紹介 

◆出席報告◆幹事報告◆委員会報告 

◆卓話「認知症高齢者への理解」 

今野 華会員 

(特定非特定営利活動法人・NPO 堺市グル

ープホームシステム研究機構・理事長)

◆ＳＡＡ報告◆閉会点鐘  

    

例会前・８月度定例理事会 

次週の予告(第５回例会)８月３日(木) 

◆ソング「君が代」「それでこそロータリー」

◆各種お祝い 

◆卓話「会員増強・拡大月間に因んで」 

            坂口義郎委員長 

 次々週の予告(第６回例会)８月 10日(木)

◆ソング「堺フェニックスＲＣの歌」 

◆卓話「 未 定 」 堀内利文会員 

 

増強委員長会議・司会米田地区委員と三軒ガバナー挨拶

三村直前会長の祝辞・今野副会長と受付周防会員 
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第440回例会記録 

[点 鐘]  

 

[唱 和]  Lead the way 率先しよう 

 

[ソング]  「奉仕の理想」「夏の思い出」 

 

【会長の時間】    米田眞理子 

（本日のお客様紹介） 

  堺北ＲＣ    北田和八 様   

  入会候補者   大下和幸 様 

 

先週の 15 日土曜日に和歌山で開催されたクラ

ブ会長会議に出席してまいりました。 

当クラブは既に点鐘時ＲＩのテーマ‘率先しよう’

の唱和・会員増強・出席率向上・奉仕事業に取り

組んでおります。嬉しい報告をさせていただくこ

とが出来ました。 

当日はＧＳＥのメンバーの報告、さらに今回の

受け入れ先の第 6440 地区（シカゴ）のガバナー

〈2005 から 2006 年度〉江並正氏の講演がありま

した。 

なんとシカゴ地区のガバナーが日本人なのです。 

立教大学卒業後ホンダ技研の副社長を務めホンダ

の自動車事業に大きな貢献をなさった方で、経歴

は言い尽くせないほどの方です。また資料があり

ますので必要な方はお申し出下さい。 

 その方のお話でロータリアンの素晴らしさ､会

長経験者は奉仕活動の頂点であり選ばれたもので

あるという、スタートしたばかりの会長を大いに

勇気付け鼓舞する内容でした。 

 其の後、会員減少の危機について三軒ガバナー

が話され、ピーク時の 3850 名から 2000 年には

3497名、2003年 2927名、20005年 2655名、2006

年 2586名とピーク時から先月末で 1500名もの減

少です。 

 会員減少については今週末 22 日にクラブ会員

増強地区委員会がありますので、その時に詳細を

検討ということになりましたが､会員減少即悪い

とは言えません。しかしながら数は力なりという

こと､病死病気等会員数自然現象があることを考

えると増強は必要不可欠と考えます。 

 では自然現象以外に会員が減少する原因は何

か？ 

まずクラブが適切に機能しているかどうか？現会

員を維持し新会員を引き付ける魅力がクラブにあ

るかどうか？会長のリーダーシップが弱体化して

いないか？高額な会費に見合う価値が会員として

享受されているかどうか？見合う価値を提供でき

ているかどうか？奉仕の機会が充分に与えられて

いるかどうか？実りの多いプロジェクトを企画し

ているかどうか？などなどクラブを運営する会長

に起因することは多々あると思います。 

 勿論時代の変化により価値観の多様化､少子高

齢化､地域格差・長引いた不況・クラブ運営のマン

ネリ化による出席率の低下などが原因としてあろ

うかと思います。 

 今年度こそ 10 周年を機会にロータリーの原点

と基本理念を享受し、奉仕の理想を実行し、人を

助ける心、奉仕したい精神を鼓舞し、魅力あるロ

ータリークラブを会員皆様と作り上げていきたい

と再考させられる会長会議でした。 

 

 

 

 
周之江 書 
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お食事とコミュニケーションの時間 

 

 

ビーフかレー          

  

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

[出席報告]         ＳＡＡ 
７月２０日 

会 員 総 数 ２９ 名 

（内出席率計算会員） １５ 名 

本 日 の 出 席 １８ 名 

本日の出席率 68.19 ％ 

修正出席率前々々回 89.47 ％ 

 

<メークアップ>   

米田会員 ６月３０日 堺北ＲＣ 

吉岡会員 ７月 ２日 第１回 

青少年交換委員会 

 

【幹事報告】    幹事 大前純男 
 

① 配布物  理事メンバーに８月度定例理事

会案内。 

② 2005-06 年度・地区大会記録誌『超我の奉

仕』は事務所に一冊保存しています。 

③ 会報第 439号(本年度 no.3) 配布、送信し

ました。送信が遅れたのは事務所での連絡

ミスです。 

④ 連絡 堺 14ＲＣ連絡会の８月度 (８月 10

日) 議案として二点提出しています。 

1. 「第８組ＩＭ実施の概要」ホストクラ

ブ堺フェニックスＲＣ会長 米田眞理

子 

2. ９月度連絡会で「要項細案の説明・提

案」の為、ＩＭ実行委員長岡本勝士の

出席許可お願いします。 

尚、これらの内容は当然の事ながら、８月

度定例理事会・８月３日例会で説明して承

認を受けた内容範囲に限ります。 

 ⑤ 堺清陵ＲＣ・ＷＣＳの呼びかけに応じたイ

ンドネシア災害見舞金に対して感謝状を

受取りました。 

        

例会変更 

堺南ＲＣ 7月 24日(月)→ 

7月 22日(土)18:00～ 

     第 1回クラブアッセンブリー 

 

堺プロバスクラブ創立10周年 

記念式典お祝いの挨拶  

平成 18年 7月 22 日  

直前会長 三村文男 

まずもって、堺プロバスクラブ創立 10周年おめ

でとうございます。 

堺フェニックスも今年度創立 10周年です、本来

今年度会長米田眞理子が是非お祝いのことばと言

っておりましたが、地区委員会の総合司会で出席
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できません。そこで紹介ありましたパスト会長の

三村がお祝いのことばをのべさせていただきます。 

まず、私は昨年の第 9回の定時総会にお招きい

ただき、堺プロバスクラブの素晴らしことを感じ

ておりました。 

それは、特に三つあります 

その一つは、大田直前会長が創立のご苦労を話

されたが、堺プロバスクラブが創立されたことに

より、基幹となり、全国にプロバスクラブが、つ

ぎからつぎへと創立されていったこと。 

二つ目は、クラブ会員一人ひとりの第一線での

働きのときの活躍がすばらしい経歴の方々で構成

されていること。 

三つ目は、先ほどの木久会長の挨拶の中で話し

ておられる、高齢者社会の拡大に伴う対応です。 

「心の豊かさ、思いやり、やさしさ」これを踏襲

されていることが肌で感じられました。昨年、私

は勉強させていただき、私の年度で例会に実行に

うつさせていただきましました。 

そこで、これらは少し余裕あり、少し奉仕の考え

がある方の余生をエンジョイできる、受け皿がま

すます必要となります。これからはクラブの存在

感が益々増えてきます、これがプロバスクラブで

あるとおもいます。 

そこで、RCと堺プロバスクラブとの関係を益々

深めていく必要があると思っております。 

いろいろと言いたいことが「お話が」ありますが。

堺フェニックスは十周年事業として環濠クルーズ

Sakai の支援を行っております、今日ご来賓いた

だいております木原市長、北側大臣様には大変お

力いだき、着々と準備ができております、この場

をかりてお礼申しあげます、有り難うございまし

た。 

最後に 10 周年のお祝いと皆様方のご健勝を祈

念し、お祝いの言葉といたします。 

本日はおめでとうございました。 

 

 

卓 話 

「旅行の裏表」 

ウイングツーリスト株式会社・代表取締役 

 尾羽根伸幸会員 

 

皆さん、こんにちは。皆様方の仲間入りさせ

ていただき、今日で丁度 3 ヶ月になりました。

まだまだ解らない事ばかりで、足でまといです

が、今後とも宜しくお願いいたします。 

また、今日は諸先輩方のまえで卓話というこ

とで、大変恐縮しております。 

私が、皆様にお話できることは、私の専門で

ある旅行業についてしかありませんので、その

あたりを、今日は私が経験したことや、旅行業

界の不思議なところ、またお得なパックツアー

の見分け方等をお話させていただきたいと思

います。 

私が、東急観光という会社に入社し、５年前

に独立して、現在にいたっております。 

東急観光時代には、いろんなポストを経験して

まいりましたが、その中で現在も役にたってい

るのが、海外営業部のポストにいたときです。

そのときの経験した事や皆さんが不思議に思

われているだろう事についてお話させていた

だきます。 

３０分の時間ですので、テーマを二つにしぼっ
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てお話させていただきます。 まず 1つは、今

年も話題になり、倒産した旅行社がありました

が、ワールドカップサッカーの入場券について

であります。丁度８年前、私が、東急観光の海

外営業部にいたとき、日本がはじめて、フラン

ス大会に出場するという事で、皆さんもよく覚

えてられるでしょうが、入場券問題が発生し社

会問題に発展し、今でも裁判をしている旅行社

があると聞いております。 

そのとき、私も海外営業部の企画仕入課に在籍

しワールドカップのツアーの募集を企画しま

した。そのとき旅行代金でネックになったのは、

入場券の代金の高騰ふりです。 

ＦＩＦＡの指定した公式代理店からしか購入

できない仕組みになっておりましたので、当時

は、日本の各旅行社は、全てアメリカの代理店

と交渉しており、当時で通常価格の３~４倍で

代理店から販売されておりましたが、ツアー代

金からみれば高くなるので、各社が頭をかかえ

ていた時、ヨーロッパのランドオペレーターの

ミキツーリスト㈱という会社が、フランスの代

理店と話をつけて、安く手に入れるという話が

あり、全ての会社が乗ったというのが、真相で

す。 

その結果、その旅行社が直前にバンザイしま

して、あのような社会問題になりました。ＪＡ

ＴＡが収集しようとしましたが、ＪＴＢだけが

拒否して、フランスでは、ＪＴＢが先乗りして、

市民の持っている入場券を買いあさった結果、

最終的には１枚２０万円しました。一社が先走

りした結果このように高くなりました。旅行業

者間で話し合いできない以上、この問題は、毎

回出てくる問題だと思われます。この問題に限

らず、旅行業界がお互い足の引っ張り合いをし

ている以上各社とも先がないように思われま

す。二つ目のテーマもまさに業者間で話し合わ

なければならない問題ですが、放置されている

のが現状です。 

それは、やはり、皆さんがいつも思われるよ

うに、新聞にでているツアーはなぜ安いのか？

という問題です。 

新聞では、我々旅行会社でも考えられない価格

のツアーがでるときもあります。 

それは、1 つは、現地ランド費用をやすくおさ

えるために、ショッピングを無条件に組み込ん

だツアーで旅行費用を安く抑える手法もあり

ますが、もっとも大きいのは、航空運賃です。

大手旅行会社と各航空会社は毎年、半期ごとに

送客人員について契約をするのです。４月~９

月を上半期とし、１０月~３月を下半期として

各半期毎に契約します。 

各社は契約人員がヒットすれば、根本から一

人いくらいくらの KB が発生しますので、その

KBを獲得して収入に変えたい為に、契約人員が

不足すれば、破格の料金を設定しメディアに掲

載し、契約人員を達成させていくので、破格の

安いツアーが出る事になります。 

但し、ヒットすればいいが、しない場合は、

大赤字をくう状態になるんですが、その場合で

も航空会社によっては、ゆるしてくれると言う

か、赤字を補填してくれときがあるから、その

ようなツアーを企画したほうが、得な場合があ

るので、この業界の節操のなさが如実に表れて

います。 

最低販売価格をチェックする機関もあるん

ですが、いまはあってないような状態ですから、

皆様がお得なツアーに参加される目安は、９

月・３月の単月の急に企画したツアーを利用す

る方法。それはツアーのパンフレットを見れば

どなたでもわかります。特に１枚のパンフレッ

トのほうがお安いと思います。 

あとは、旅行目的・ホテル・企画内容等をチ

ェックされてツアーを選ばれたいいかと思い

ます。 以上、貴重なお時間を頂戴いたしまし

て、有難うございました。 
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 報告 にこにこ 

 本日、尾羽根様の卓話楽しみです。宅さんの

再入会、何卒よろしくお願い申し上げます。 

大下さんの入会もお待ちしております。 

       （米田会長） 

 

 １０月１日の第８回「内川・土居川まつり」

の実行委員会も細部検討をはじめています。 

（大前幹事）                             

 

 今日の卓話、尾羽根さんよろしくお願いしま

す。話を聞きたいのですが、地元の地車の件 

で会議があります。 

途中退席ごめんなさい。（三村会員） 

 遅れましてすみません。尾羽根さん、本日の 

卓話よろしくお願いいたします。    

  （犬伏会員）    

 各地の水害の被害を知らされる度に、お気の

毒で胸が痛みます。      （周防会員） 

 

 今日、始めての卓話です。非常に緊張します。

皆さんよろしくお願いします。（尾羽根会員） 

 

本日 ６件 合計金額  ￥２９．０００．－ 

      累計金額 ￥２３３，０００．－ 

 

 

 

 

         

 

 

  

  「私の青春時代の一コマ！」  田幡茂美 会員 

 

去る五月二十七日早朝ジャワ島中部で大地震が発生し死者五千人・負傷者一万五千人・倒壊家屋約一

万軒と報じられ驚き聞かされました。 

 私は終戦前、学徒出陣により学生中に兵役に服し下級将校としてスマトラ島に着任し終戦を迎えたの

であります。終戦後抑留生活に入り７ヶ月余りスマトラの東南にあり、気候風土もよく似ていますし、

住民のインドネシア人も日本人と同じ黄色人種で体格もよく似ております。島民は実に人懐っこい性格

で親日的でした。五ヶ月程の間にすっかりマレー語にも馴れ日常会話も不自由しなくなりました。その

為、あの日本万博国博覧会の際にもインドネシア館に入り会話をかわした私を見た友人が不思議がり｢な

んでや｣と言われましたが軍隊時代での経験があったからであります。 

今から六十年前の経験で未だに片言ながら喋れるのであります。極めて陽気な性格で夜になると月を

見ながら歌を唄い踊り夜の更けるのも忘れる程でした。 

私も二十二歳の青年でしたので若い女性にも人気があり、日本に帰らずにこの土地で暮らしてほしい

とまで言われました。日本でかつてないほどのモテ方でした。軍の命により内地に帰還することになっ

たその夜は家族ぐるみで送別会をしてくれました。特に輸送船で岸壁を離れていくときなど海岸を走り

手を振りながら別れを惜しんでくれました。未だに忘れられません。たどたどしい声で｢タバタショウヘ

イ,また来てね｣と実に感動的でした。戦争のお蔭で忘れることのできない青春の思い出です。 

7月の花  ハイビスカス 


